第５学年　　図画工作科学習指導案
平成２１年６月１８日（木）５校時
うるま市立平安座小学校　第５学年
男子７名　女子１１名　計１８名
授業者　山田　悦子
担当指導主事　前田　比呂也
１、題材名　　「平安座五年隊・ハーリー大会に参加する作品を共同製作する。」　
２、題材の目標
　・自分の思いや考えを言葉や絵，文に表すことで発想する楽しさを感じる。
　・発想を具体的な言葉や絵，文で表し，友達と話し合うことで構想を高める。
　・共同製作するために，様々な考え方をもつ友達と協力して問題を解決する。
　・地域行事に参加する喜びを話し合い，図工が生活に役立つことを知る。
３、題材について
　(1)　題材観
　　　本題材では，地域行事「平安座ハーリーを応援する作品」を題材として共同製作することで言語活動を活発にする学習の工夫を取り入れ学習を展開したい。児童にとって身近な地域行事を題材に取り組ませることは，これまでの行事での経験を生かし，それらを友達と話し合う言語活動が活発になり，発想がより深まると考えられる。また，共同製作するということは，自分と友達が関わり合う中で様々な見方や考え方に触れることとなり，構想力の高まりが求められることになる。地域行事を題材に取り上げ共同製作することで，自分の表したい思いを強くし，豊かな発想や構想する力を高める学習が展開できると考える。
　(2)　児童観
　　　本学級の児童の実態をアンケート調査した結果，図画工作の学習が「すき」と答えた児童は94％，「どちらかというとすき」は，６％で，「きらい」と回答した児童がいなかったことから、図画工作に対する興味関心は高いことが分かった。また，図画工作の領域で、どんな図画工作の授業がすきですかの問いに対して，「絵を描く時間」が44％と半数や「工作の時間」に33％と次に多かった。しかし，「立体で表す時間」おいては，5.5％と低く児童の関心が低くいことから，図画工作の授業に絵を描かせることを重視にした授業展開していなかったかと考えられる。そして，図画工作の時間において「鑑賞の時間」は0％の結果から，図画工作の表現活動は好んで行われているものの鑑賞活動への関心が低い。そのことから鑑賞活動から自分や友達の発想，構想のよさに気づき，友達の見方・感じ方に共感する態度を育成する必要があると考えられる。
(3) 指導観
本題材では，身近な地域行事を題材に共同製作することで「平安座ハーリー大会」に参加する作品を製作することを目的に取り組むことは，地域の願いや自分の思いを造形活動に表現する。
活動場面では，児童一人一人が地域行事を考慮し，感性を働かせながらイメージした作品を類似に仲間分けをする。そして,グループ独自の思いや願いを込めたネーミングを作品につけることは,作品と向かい合い自分で課題を見つめそれを解決する能動的な態度が育ち,共同製作が展開できると考えられる。共同製作を展開する上において,一人一人の発想をアイデアスケッチ（作業メモ）に描き,それを基に自らの考えを話し合う場を設定することで自分や友達の発想や構想のよさを認め合う共感する態度が育つことで,計画したことを着実に表現する技能が身に付き,一層よりよいものをつくりあげるような柔軟な活動ができる。
　　　鑑賞の場面では,「平安座ハーリー大会」地域行事に参加したことや作品製作過程を振り返る話し合い活動を

することで,作品や友達のよさや発想や構想の工夫に気づく指導をしていきたいと考える。
４、研究仮説
　　言語活動を活発にする学習の工夫を取り入れ，地域の伝統行事を題材に共同製作することによって，発想力・構想力がはぐくませることによって図工が生活に役立つことを知ることができるであろう。
５、授業計画（８時間）と評価計画
	目標及び評価規準
題材の目標
	題材の評価規準

	
	造形への関心意欲態度
	発想や構想の能力
	創造的な技能
	鑑賞の能力

	・自分の思いや考えを言葉や絵，文に表すことで発想する楽しさを感じる。

・発想を具体的な言葉や絵，文で表し，友達と話し合うことで構想を高める。

・共同製作するために，様々な考え方をもつ友達と協力して問題を解決する。

・地域行事に参加する喜びを話し合い，図工が生活に役立つことを知る。
	・場所や材料を生かして，協力して作ろうとしている。
	・楽しい飾りを考えている。
	・目的に応じて，用具や材料を適切に使っている。
	・造形作品に関心や親しみをもち,そのよさや美しさなどを感じ取ったり、味わったりする。

	学習活動と留意点
	学習活動における具体的評価
	備考

	
	造形への関心意欲態度
	発想や構想の能力
	創造的な技能
	

	第１次①発想②
構想の段階
第２次
つくる段階
③④⑤⑥⑦
	①「ハーリー大会に参加する作品をイメージしよう」
・地域行事に参加する期待感や作品の思いを伝える製作活動の動機付けとして，地域の方をお招きして話をしてもらい，それから児童が共通の発想を描く。
②「イメージから形を作ろう」
・児童は同じ発想をもったグループで共同製作する方向を確認させるための作品名やその理由を話し合う。
③④⑤⑥⑦
「身近な材料を使って共同製作しよう」
・共同製作を展開していく中で材料や接着や加工の問題解決する方法にアイデアスケッチを用いて話し合い，グループで様々な意見を出し合う。
⑦「作品披露の仕方を話し合う」
・完成後、各グループで披露の仕方と作品と放送原稿文を話し合う。
	①伝統文化を理解し，行事を盛り上げる作品を考えることができる。
②友達と協力して、平安座ハーリーに参加できる作品を話し合いができる。
③材料の特徴に関心を向け、目的に合う材料を選ぶことができる。
⑦みんなで作った作品を披露の仕方を考えることができる。
	①友達の作品のよさに気づき協力して作品を作ろうとする話し合いができる。
④行事にふさわし

い形を発想し,アイデアスケッチに描くことができる。
⑤材料を生かし飾りや丈夫さ，行事での披露の仕方などを考える。
	②目的に応じて，用具や材料を適切に選ぶことができる。

③形を丈夫な加工や接着、飾りなどを話し合うことができる。
④材料の特徴を生かし組み合わせ方や加工，接着工夫ができる。

⑤行事に合わせて飾り付けや色つけについて話し合うことができる。
	・感想カード
（短冊用に掲示する）
・写真掲示
「サングヮチャ・平安座ハーリー」
・自己評価用紙
・アイデアスケッチ
・材料
ダンボール・布・新聞紙・発砲スチロール・竹（長さ３ｍ）２本と（長さ１ｍ）１５本・紙粘土・割り箸・輪ゴム・ペットボトルとふた・すだれ・ベニヤ板・マット８枚・朝顔の支柱２組・貝殻・洗濯物入れ・テーブルクロス・スズランテープ
・道具
ボンド・はさみ・カッター・ビニールテープ・セロハンテープ・両面テープ・つづりひも・盆栽用の固定型ひも・ドリル・絵の具・油性マジック
・掲示ボード（児童の感想・アイデアスケッチ・作品比較できる資料など）
・ワークシート
・感想カード

	第３次
鑑賞
⑧
	⑧「友達や作品のよさと地域行事に参加した感想発表会をしよう」
・自分の発想や構想のよさ，そして，友達の考え方のよさを話し合うことで互いに作品製作を通して認め合う。
	鑑賞の能力
	

	
	
	②自分や友達の考え方のよさを見つけることができる。
⑥作品を見せ合いながら，友達や自分の思い，表現の違いやよさについて話し合うことができる。
⑧つくったものを披露し交流して作品のよさを十分味わうことができる。
	


７、学習指導案『「平安座５年隊」ハーリー大会を応援しよう』
（１）本時の目標
①　共同製作を通して友達と関わることで様々な考え方のよさに気づくことができる。
　　　②　発想や構想段階を振り返って，感じたことを発表することができる。
　　　③　地域行事に参加し，作品を通して伝える喜びを感じ図工が生活に役立つことを知る。
（２）教具等準備物：ワークシート、筆記用具、
　（３）本時の展開（８/８）
	
	学習活動
	指導の留意点
	備考（準備★評価）

	導
入
３分
	○学習のめあてを確認する。
	・学習のめあてを確認させる。
	· 写真の掲示


	
	
	友達や作品のよさや地域行事に参加した感想を発表をしよう。
	
	

	
	・共同製作での取り組みや作品への思いを振り返ってみる。
・平安座ハーリー大会の様子や祭りの前日の様子を話し合う。
	・地域行事の願いや自分の作品に対する願いの共通点を確認させる。
・平安座ハーリー大会の状況を把握させる。

	

	展　　　開
40分
	○平安座ハーリー会場で参加した感想発表をする。
・作品構成のよさ
・友だちの考え方のよさ
○感想カードに自分や友達の発想や構想のよさを振り返り感じたことを書く。
・共同製作のよさ

○感想を発表する。
・全員発表できるように工夫する。

	· 地域行事「平安座ハーリー」に参加した感想や聞いたことや感じたことを発表させる。

・これまでの製作活動を振り返り発想，構想段階での共同製作や作品，自分や友達のよさを発表させる。
・児童が作品構想や友だちの考え方のよさを自由に発表できるように挙手をさせず、思い思いの発表をさせる。
・書き終わったら何度か読み直すように指導し、発表ボードに貼り付けるように呼びかける。
・自分の感想と地域の声とをてらしあわせ成就感をもたせ図工的学習が生活や社会に生かされたことを知ることができる。
・共同製作や地域行事に参加したよさに気づく感想を奨励し全員で満足感を分かち合う雰囲気を作るよう配慮する。
	★発想や構想段階を振り返って，感じたことを発表することができる。

★共同製作を通して友達と関わることで様々な考え方のよさに気づくことができる。

★地域行事に参加し

作品を通して伝える喜びを感じ図工が生活に役立つことを知る。
・感想カード

・発表ボード


	まとめ
２分
	○作品の保管や今後の活動について話し合う。
	・作品について今度の保管方法や処分方法や今後の活動予定など検討した話し合いができるようにする。
	


（４）学習評価

・　共同製作を通して友達と関わることで様々な考え方のよさに気づくことができる。
　　　・　発想や構想段階を振り返って，感じたことを発表することができる。
　　・　地域行事に参加し，作品を通して伝える喜びを感じ図工が生活に役立つことを知る。
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